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概要 
本研究は，物語の登場人物を演じる演劇体験のうち，
物語を読んでどのような演技をするのか構想する「演
技計画」を行うことの，他者の心的状態を推測する能
力や共感への促進効果を検証した．大学生 82名を対象
とした実験の結果，物語を読んでその内容を要約した
戯曲要約群と比較した演技計画の促進効果は見られな
かった．一方で，演技計画群が経験した戯曲の物語へ
の移入の強さは，視点取得能力の向上を促進すること
が示された． 
 
キーワード：演劇(theater), 演技(acting), 物語読解
(narrative reading), 共感 (empathy), 物語への移入
(transportation into narratives) 

1. 問題と目的 

物語の登場人物を演じる演劇体験が，他者との相互

作用を支える他者理解能力（他者の心的状態を推測し，

理解する能力）や共感（他者の感情状態を共有する能

力）などの社会的能力を育む手法として期待されてい

る(Winner et al., 2013)[1]．演劇が他者理解や共感への効
果を生じるのは，リアルな演技を行うためにその心的

状態を推測し，その感情を共有する経験が要求される

ためという仮説がある（Goldstein & Winner, 2012）[2]．
演ずることの効果に関する認知科学研究として，統制

された認知課題上での役割演技が視点取得能力を促進

することを示した古見・子安（2012）[3]や，複数の俳
優間の相互作用過程に注目した Sun & Okada(2023)[4]
などがあり，検討する演劇の複雑性を変化させながら

多面的な検討がなされている． 
渡邊・楠見（2021）[5]は，演劇体験における，特に
個人の演技構築過程の影響に着目し，上記の仮説を検

証した．この研究では演劇を，物語の筋を示し，演技

の題材となる「台詞とト書き」からなる戯曲作品を読

み（戯曲読解段階），どのような演技表現ができるかを

構想し（演技計画段階），それを最終的に舞台上で観客

を前に声や身体を使って具体的に表現する（演技遂行

段階）という 3 つの段階で捉えられる活動とした（安

藤, 2002[6]）．渡邊・楠見（2021）[5]では，このような
演劇体験の 3 ステップ全体を経験する演劇体験は，戯
曲を読んだあとにその内容を要約する戯曲読解体験と

比較して，物語への移入が高い場合に限って，他者理

解（アジア版目から心を読むテスト: Adams Jr et al., 
2011[7]; ヨニテスト: Shamay-Tsoory & Aharon-Peretz, 
2007[8]）と共感（日本語版対人反応性指標: 日道他, 
2017[9]）を高めるという結果を得た．物語への移入は，
物語の世界のイメージの鮮明性や注意の集中を反映す

る概念である（小山内・楠見, 2016[10]; Green& Brock, 
2000[11]）．演劇の効果を段階的に検証するため，渡邊・
堀・楠見(印刷中)[12]では最初の戯曲読解段階の他者理
解・共感への促進効果を，ノンフィクションを読む場

合と比較したが，その効果は認められなかった．物語

は一般に人間同士の社会的相互作用を描くため，それ

を読むことで登場人物の心情を推測し，感情を追体験

することが現実世界の他者理解と共感の疑似体験にな

るという仮説がある(Mar, 2018)[13]．そして，戯曲は舞
台作品の青写真と呼ばれ(Noice, 1991)[14]，心情表現の
直接的な描写が多く省かれた，いわゆる余白の多い物

語形式である．渡邊他の実験操作は，表現上の余白を

埋めるように心情を能動的に推測することを求めるよ

うな文学的な作品を読むことが，そのような余白のな

い，または少ないノンフィクションや大衆向け娯楽作

品を読む場合と比較して，心情推論に基づく社会的相

互作用の疑似体験を促進し，他者理解能力を高めるこ

とを報告した研究（e.g. Kidd & Castano, 2013[15]）から
の類推に基づいていた． 
効果が認められなかった一つの可能性として，演劇

初心者にとって戯曲の表現上の余白を埋めるような心

情推論は，戯曲読解を行うだけでは困難であった可能

性がある．戯曲作品は，表現上の余白から多様な物語

解釈が許容されるため，演出家や演劇俳優の解釈を通

じて舞台作品としての表現の方向性を定める必要があ

る．演技計画や演技遂行では，演技表現を定め，それ
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を実行するために，個人的経験の知識も活用して戯曲

の理解を補完することで物語の解釈を限定したり，定

めたりするプロセスが期待できるが，戯曲読解単独で

は表現が要求されないことで，このプロセスが要求さ

れず，心情推論が促されにくい可能性があると考えた． 
そこで本研究では，戯曲読解段階に注目した渡邊他

に引き続き，演劇の 3 つのステップの影響を段階的に
検証するため，どのような演技を行うか明確にする演

技計画段階までを経験することの短期的介入の効果の

検討を目的とした．演技計画の効果を検出するため，

介入条件を演技計画群(実験条件)と戯曲要約群(対照条
件)と設定した．演技計画の課題が，物語の解釈を限定
したり，具体化したりするプロセスを強く要求するの

であれば，そのプロセスが必ずしも期待されない戯曲

読解に専念する課題を経験するよりも，他者理解や共

感への訓練の効果を得やすいと考えた．演劇や物語小

説の効果は，参加者が物語世界を鮮明にイメージでき

た場合により得られやすい可能性があることから(Bal 
& Veltkamp, 2013[16]; Calarco et al., 2017[17]; 小山内他, 
2019[18]; 渡邊・楠見, 2021[5])，本研究も移入の強さに
よる促進効果を想定した．結果の予測として，第一に

「物語への移入が強い場合に，演技計画群の他者理

解・共感得点が戯曲要約群と比較して高くなる」，第二

に戯曲の物語イメージの鮮明性が演技計画時の社会的

相互作用の疑似体験を促進すると想定し「演技計画群

での物語への移入の強さが他者理解と共感の向上を促

進する」と考えた． 
 

2. 方法 

参加者 Crowd Worksに登録している，演劇の集中的
な訓練経験のない大学生および大学卒の 18~34歳の 82
名（Mage=26.6, SD=4.5）が参加した． 
要因計画 参加者内要因である測定時（事前テスト・
事後テスト），参加者間要因である介入要因（演技計画

群，戯曲要約群）の 2 要因混合計画であった．参加者
は 2群のどちらかに無作為に割り当てられた． 
文章材料 練習用戯曲として『転校生が来る』（平田
オリザ, 2002[19]），本番用戯曲として『父帰る』（菊池
寛, 1917/2016[20]）を用いた． 
使用尺度 他者理解能力の効果指標として，アニメキ

ャラクターである「ヨニ」の表情とその周囲の物体等

の情報からヨニに対する視点取得を要求するヨニテス

ト(Shamay-Tsoory & Aharon-Peretz, 2007[8])，感情表情の
視線部分の画像からその人物の感情理解を要求するア

ジア版目から心を読むテスト(Adams Jr. et al., 2010[7])
を用いた．共感の効果指標として，質問紙尺度である

日本語版対人反応性指標の共感的関心尺度（日道他, 
2017[9]）を用いた．戯曲の物語の移入状態の尺度とし
て，日本語版物語への移入尺度（移入尺度とする）（小

山内・楠見, 2016[10]）を用いた（7件法）．また，実験
介入終了後，演技計画課題・戯曲要約課題の主観的な

困難度（1 項目）を 5 件法で尋ねた．その他，いくつ
かの共変量を測定する質問紙を用いたが本稿での報告

は省略する． 
手続き オンラインで jsPsychを用いて 2日間にわた
って個別に実施された．実験全体の説明と参加への同

演技計画群 戯曲要約群 演技計画群 戯曲要約群

目から心を読むテスト
a .71(.15) .69(.12) .68(.18) .67(.10)

ヨニテスト
a, b .78(.09) .81(.12) .84(.10) .87(.10)

対人反応性指標

共感的関心(5件法, 7項目) 3.37(.70) 3.44(.60) 3.34(.71) 3.37(.61)

物語への移入(7件法, 15項目) 4.48(1.02) 4.56(.80)

注) a. 正答率，b. 二次推論を要求する項目のみを利用

事前得点 事後得点

表 1 群ごとの得点の平均値（SD） 

表 2 予測 1に関する対比分析の結果 
回帰モデル

下限 上限

目から心を読むテスト -.015 .680 -.085 .056 .433
ヨニテスト .014 .472 -.025 .053 .635
対人反応性指標：共感的関心 .073 .495 -.139 .285 .739

従属変数（事後得点）

対比分析

対比推定値 p
平均値差の95%信頼区間

adjusted R 2
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意取得を行った後，1日目の事前テスト（約 20分）で
は，他者理解能力課題２つ，感情的共感の質問紙 1つ，
その他共変量の質問紙への回答を求めた．2 日目は介
入（約 60分）と事後テスト（約 20分）を実施した．
介入では，まず全参加者が実験説明と戯曲やその読み

方に関する短いガイダンスを受けた．そののち，練習

用戯曲を通読し，群ごとに異なる練習課題に取り組ん

だ．演技計画群では指定された人物（なお，この人物

を「主人公」とした）の戯曲上の指定された範囲のセ

リフについて，俳優の立場に立ったとして自分であれ

ばどのような演技を行うことができるか（演技計画），

またそれはどのような意図で行うのか（表現意図）を

考えるように教示された．教示内容は安藤(2002)[6]を
参考に構成された．数分後，その内容を発話した．発

話はすべて録音された．戯曲要約群では戯曲の要約方

針を立案し，その後要約を記述した．練習課題終了後，

両群とも，実験者による取り組み例（演技計画群: 発
話説明例，戯曲要約群: 要約例）が示された．続いて
本番課題が実施された．参加者は本番用戯曲を 15分程
度で通読したのち，物語への移入尺度に回答した．続

いて練習課題と同様の課題に取り組んだ．発話の負荷

を低減するため，演技計画群では，内容の構想と発話

の機会を 2 セット設けた．事後テストでは事前テスト
と同じ尺度に回答した． 

3. 結果 

各条件の事前・事後得点の記述統計量を算出した（表

1）．また，予測 1 について，効果指標ごとに一般線形
モデルによる対比分析を実施した（表 2）．従属変数に
事後テスト得点，独立変数に事前テスト得点，介入条

件，移入得点，介入条件と移入得点の交互作用をおい

た．ただし，介入条件は戯曲要約群を-1，演技計画群
を1とするダミー変数とした．移入得点は平均値＋1SD
の値で中心化した．その結果，いずれの効果指標でも

移入が高い場合の介入条件の効果は有意でなく，物語

に移入している場合に予測 1 は支持されなかった．予

測 2 について，演技計画群に限定し，効果指標ごとに
事後得点を，事前得点および移入得点で予測する回帰

分析を行った．その結果，ヨニテスト得点の向上を移

入が正に予測しており，予測2が部分的に支持された(β 
= 233, p < .05, 表 3)．また，探索的に，各群 41名ずつ
で物語への移入と課題の主観困難度の関連を検討した

ところ，戯曲要約群では関連が認められなかったが(r 
= .004, p = .978)，演技計画群で負の相関があった (r = 
-.358, p = .021) 

4. 考察 

移入が高い場合に，演技計画群の得点がより高くな

るとする予測 1 は支持されず，演技計画の効果は認め
られなかった．演技遂行までを行うことの効果（渡邊・

楠見, 2021）[5]と比べて，演技計画の効果はとても小さ
いことが言える．表現を伴わない戯曲読解単独の場合

（渡邊他, 印刷中）[12]と同様に，登場人物について，
なぜどのような演技をするのかを考え，説明したとし

ても，介入効果を得るには不十分なのかもしれない．

本研究では，演技計画を構想する範囲をやや広く設定

し，参加者に自由に発話してもらうことを試みたが，

これは参加者にとってやや課題指示が曖昧で負荷の高

い活動であった可能性がある．俳優の熟達化を実験的

に検討した安藤（2002）[6]では，個々のセリフごとに
演技計画を発話させるという，より構造化された手法

を取っており，演技計画の具体化にはこの方法がより

適している可能性もある． 
渡邊・楠見（2021）[5]，渡邊他（印刷中）[12]，お
よび本研究の検証結果を総合すると，短時間・個人を

対象とした介入では，演技表現の遂行まで行うことが

必要である可能性が推察される．他方で，演技計画群

において経験された物語への移入の強さはヨニテスト

得点の向上と関連しており，予測 2 を支持する結果が
得られた．これは，必ずしも身体表現を伴わなくても，

戯曲の物語世界のイメージが鮮明であるほど，演技計

画を作るプロセスにおける物語体験における社会的相

互作用の疑似体験が促進され，特にヨニテストが測定

するような視点取得能力が向上する可能性を示してい

る．この結果は，物語体験で促進される社会的能力が

物語への没入の程度と関わることを示した一連の研究

(e.g. Bal & Veltkamp, 2013[16]; 小山内他, 2019[18])とも
整合する結果である．特に，視点取得の指標で関連が

認められたのは，鮮明に物語イメージを形成した状態

表 3 物語への移入が社会的能力の変化に及ぼす影
響に関する重回帰分析の結果 (N = 41) 

従属変数（事後得点） β a t p adjusted R 2

目から心を読むテスト .001 .008 .994 .547
ヨニテスト .233 2.138 .039 .574
対人反応性指標：共感的関心 .054 .785 .437 .841

注) a. 移入尺度得点の標準化偏回帰係数

2024年度日本認知科学会第41回大会 P-2-22A

460



であるほど演技計画時に他者からどのように見えてい

るのか，その視点を意識するようなプロセスが発揮さ

れやすいのかもしれない．物語への移入が強いほど，

演技計画の主観困難度が下がったことも踏まえ，産出

される演技計画の質的な側面からの検討が必要である． 
今後は，演技構築段階が促進効果を持つメカニズム

を，物語への移入の影響と併せて検討することが必要

である．促進要因について，演技表現それ自体や，本

研究が仮説とした演技表現を定めるまでの物語解釈の

プロセス，及びその相互作用の可能性について検討が

求められる． 
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